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的多型は見出せなかったため（早川・
内野　未公表），コナギよりもミズア
オイの方が遺伝的多様性は高いと考え
られる。

本結果は限られた地点のサンプルと
葉緑体 DNA 領域を用いた予備的なも
のであるため，ミズアオイの地域性を
論じるに足る十分な情報は得られな
かった。既報のアロザイム変異から，
ミズアオイは集団内の遺伝的変異が集
団間よりも大きいことが報告されてお
り，ミズアオイにおける遺伝的変異の
約 61% は集団内個体間に存在してい
る（汪ら 1996a）。そのため，古原ら

（2011）が指摘するように，開発事業
等の保全対策や環境配慮でやむを得ず
移植する場合などは，集団の遺伝的多
様性を保全するために十分な個体数お
よび埋土種子集団を移植することが必
要である。

ミズアオイおよびコナギには集団
内外における遺伝的，生態的，形態
的な変異が存在する（汪ら 1996a，
1996b，2010；今泉 2010）。そのため，
今後は国内のみならず 2 種の分布域
を網羅する広域的かつ詳細なサンプリ
ングを行い，次世代シーケンサーを用
いた高解像度の系統地理学的研究や集
団遺伝構造を把握することで，2 種の
遺伝的多様性に基づいた防除や保全に
つなげることができるだろう。
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タデ科イヌタデ属のつる性の一年草。全国の休耕田，
河川敷，原野などの湿った所に生える。茎葉はよく分枝
ししばしば藪を形成する。丈は 1m から 2m。葉は三角形
から長三角形。5 月から 10 月に枝先に米粒大のピンク色
の花が 10 個ほど集まって咲く。茎の稜，葉柄，葉の裏面
脈上などあらゆるところに逆刺がある。この逆刺により
他の植物に絡みつく。

「ヘクソカズラ」や「イヌノフグリ」，「ハキダメギク」
などと並んで植物名の悪名の代表格とされる。中でも「マ
マコノシリヌグイ」は，名付け親の牧野富太郎によれば

「和名は逆向きの刺のある茎で継母が憎い継子の尻を拭く
草という意味」というほどに，凄まじい差別的な名前で
はある。命名にあたって，牧野はその名をすでに各地で
呼ばれていた名前から採ったのではないかといわれるが，
では，実際に，昔はこの草で継子の尻を拭くといういじ
めが行われていたのであろうか。

継子いじめの歴史は古い。神話時代や子どもが共同体
で養育されていた時代にはなかったことであるが，妻が
夫のもとへ移って一緒に暮らし始めたころから起こって
きた。日本での「継子いじめ譚」の典型は「落窪物語」
であるが，この物語は，平安中期の貴族社会を写実的に

記述した物語とされている。そうであれば，平安時代の
中頃には「シンデレラ」と同じ継子いじめが行われてい
たとも考えられる。

これらの「継子いじめ譚」の対象はほとんどが女の子
であり，悲惨な死という結末もあるが，継子が人や動物
に助けられ後に成功を掴み取るという結末が多い。実際
には，様々な形で継子いじめが行われていたのであろう
が，シンデレラにせよ落窪の姫にせよ，もう，継母が尻
拭いしなければならないような歳ではなかった。尻拭い
しなければならないとすればまだ赤子である継子ではな
いだろうかと想像するのである。

そうであれば，刺だらけのこの草で赤子の尻を拭くと
どうなるのか。憎い継子であってもその仕打ちはあまり
にもむごすぎることなのだ，と継母の継子への仕打ちを
戒めようとして名付けたのではないだろうか，という考
えに至るのである。

多くの「継子いじめ譚」が継子いじめを戒めようとし
て昔話として語られてきたように，刺だらけのこの草で
赤ん坊の尻を拭くような「継子いじめ」を戒める意味で「継
子の尻拭い」と呼ばれてきたのではなかろうか。

因みに韓国では「嫁の尻拭き草」と呼ばれるそうである。
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